
城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 民間薬として、止血、消炎、鎮痛に用いられた。

子宮収縮、血管拡張、血圧降下、止血、利尿作用

全草

薺菜（セイサイ）

　

ナ
ズ
ナ
の
語
源
は
、
撫
で
た
いほ
ど
か
わ
いい

菜
を
意
味
す
る
「
撫
菜
（
ナ
デ
ナ
）」
よ
り

転
訛
し
た
と
さ
れ
て
いま
す
。
ま
た
、
そ
の
果

実
が
三
味
線
の
撥
（
バ
チ
）
に
似
て
いる
こ
と

か
ら
ペンペング
サ
、
三
味
線
草
、
撥
草
（
バ

チ
グ
サ
）
の
別
名
も
あ
り
、
古
く
か
ら
身
近
に

あ
る
植
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ナ
ズ
ナ
は
日
本
各
地
お
よ
び
北
半
球
の
温

帯
一
帯
に
広
く
分
布
し
、
野
原
、
道
ば
た
、

田
畑
、
住
宅
の
庭
な
ど
に
最
も
よ
く
み
ら
れ
る

越
年
草
で
す
。
３
～
６
月
に
小
さ
な
白
い十

字
花
を
つけ
、
果
実
は
平
た
い三
角
形
を
し

て
いま
す
。
開
花
期
の
全
草
を
水
洗
後
、
日

干
し
し
た
も
の
を
薺
菜
（
セ
イ
サ
イ
）
と
いい、

民
間
療
法
で
主
に
煎
じ
薬
と
し
て
用
いら
れ
ま

し
た
。
薬
草
の
古
典
的
解
説
書
で
あ
る
「
本

草
綱
目
（
ホ
ンゾ
ウ
コウ
モク
）」
に
は
、「
五

臓
を
利
し
、
目
を
明
ら
か
に
し
、
胃
を
益
す
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
止
血
、
消
炎
、
鎮
痛

薬
と
し
て
腹
痛
、
下
痢
、
高
血
圧
症
、
眼

球
充
血
な
ど
の症
状
に
用
いら
れ
て
いま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
ズ
ナ
の
根
や
葉
は
野
菜
と
し
て
食

用
に
用
いら
れ
、
春
の
七
草
の
主
役
で
も
あ
り

ま
す
。
人
日
の
節
句
の
と
き
ば
か
り
で
な
く
、

ゴマ和
え
や
お
浸
し
、
テ
ンプ
ラ
な
ど
で
食
し
て

み
て
は
いか
が
で
し
ょ
う
か
。

学名：Capsella bursa-pastoris  (L.)  Medicus 　科名：アブラナ科
ナズナ

春の七草Vol.165



城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 煎液は鎮咳、去痰、扁桃炎、のどの腫れに用いられた。

鎮咳、去痰、利尿作用

全草

鼠麹草（ソキクソウ）

　

春
の
七
草
で
「
オ
ギ
ョ
ウ
」
と
呼
ば
れ
る

植
物
が
、
ハハコグ
サ
で
す
。
ハハコグ
サ
は
か
つ

て
、
３
月
３
日
の
桃
の
節
句
に
欠
か
せ
な
い

草
餅
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
いま
し
た
。
庶

民
的
な
春
の
菓
子
で
あ
る
草
餅
は
、「
母
子

餅
」
と
も
呼
ば
れ
て
いま
し
た
が
、
現
在
で
は

緑
色
の
鮮
明
な
ヨモギ
を
材
料
と
し
た
草
餅
が

一
般
的
で
す
。

　

ハハコグ
サ
は
日
本
全
国
や
東
ア
ジ
ア
に
分

布
し
、
日
当
た
り
の
良
い野
原
や
住
宅
の
近

く
な
ど
で
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
る
越
年
草
で

す
。
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
黄
色
の
頭
状
花

を
つけ
ま
す
。
葉
は
茎
に
互
生
し
て
お
り
、
全

体
に
綿
毛
が
密
生
し
て
いる
た
め
、
白
味
を

帯
び
て
見
え
る
の
が
特
徴
で
す
。
開
花
期
に

全
草
を
日
干
し
し
て
乾
燥
さ
せ
た
生
薬
は
、

「
鼠
麹
草
（
ソ
キ
ク
ソ
ウ
）」
と
呼
ば
れ
て
いま

す
。
主
に
鎮
咳
、
去
痰
に
効
果
が
あ
り
、
ほ

か
に
利
尿
作
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
煎
液

は
民
間
薬
と
し
て
咳
や
痰
の
治
療
に
用
いら
れ

て
いま
し
た
。
ま
た
、
全
草
を
黒
焼
き
に
し
て

ゴマ油
で
練
り
合
わ
せ
た
も
の
は
、
皮
膚
病
や

水
虫
に
効
く
と
さ
れ
て
いま
し
た
。

　

お
ひ
た
し
や
和
え
物
に
ハハコグ
サ
を
使
用
す

る
際
は
、
熱
いお
湯
に
さ
ら
し
て
か
ら
調
理
す

る
と
苦
味
が
無
く
な
り
、
美
味
し
く
いた
だ
け

ま
す
。

学名：Gnaphalium multiceps Wall. 　科名：キク科
ハハコグサ

春の七草Vol.166



城西国際大学薬学部　5 年生　葛生  美玖

薬用部位

薬効

生薬名

用途 歯茎の出血、歯槽膿漏の予防

利尿、浄血、催乳作用

全草

繁縷（ハンロウ）

　

コロナ
禍
の
影
響
で
家
に
いる
時
間
が
長
く

な
り
ま
し
た
ね
。
家
に
いる
時
間
が
増
え
る
よ

う
な
時
期
に
は
、
普
段
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い歯
茎
の
出
血
や
歯
槽
膿
漏
の
予
防
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ハコベの
青
汁
を
炒
って
塩
を
加

え
た
「
ハコベ塩
」
で
歯
を
磨
く
と
、
歯
茎
の

出
血
や
歯
槽
膿
漏
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
いま
す
。

　

ハコベは
各
地
に
よ
く
み
ら
れ
る
２
年
草
で
、

特
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
盛
ん
に
生
い茂
り
ま

す
。
１
年
中
生
え
て
いる
ので
、
必
要
な
時
に

全
草
を
採
取
で
き
ま
す
。
草
丈
は
10
～
20
㎝

で
、
茎
の
片
側
に
軟
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

花
期
は
３
～
９
月
で
、
枝
先
に
多
数
の
白
い

花
を
つけ
ま
す
。

　

ハコベは
民
間
的
に
浄
血
、
催
乳
薬
な
ど

婦
人
の
妙
薬
と
し
て
使
わ
れ
て
いま
す
。
全
草

（
１
日
量
10
～
15
g
）
に
水
（

300
㎖
）
を

加
え
、
半
量
に
な
る
ま
で
煮
詰
め
て
３
回
に

分
け
て
服
用
す
る
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
打
撲
傷
、
歯
痛
、
腫
れ
物
な
ど
に
外

用
す
る
ほ
か
、
胃
腸
炎
、
浮
腫
に
も
用
いら

れ
ま
す
。

　

正
月
の
七
草
粥
に
入
れ
ら
れ
る
春
の
七
草

の
一
つで
す
。
ま
た
、
ハコベは
コハコベ、
ミ
ド

リ
ハコベな
ど
何
種
類
か
あ
り
、
写
真
の
ハコベ

は
コハコベで
す
。

学名：Stellaria media （L.） Villars　科名：ナデシコ科
ハコベ

春の七草Vol.167


	165ナズナ
	166ハハコグサ
	167ハコベ

